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日本行動計量学会第 46 回大会開催報告 
 

第 46回大会実行委員長 星野 崇宏 

日本行動計量学会大会第 46 回大会を 9 月 3 日

から6日の日程で慶應義塾大学三田キャンパスに

てお引き受けいたしました．まずは無事大過なく

終えることができまして，大変ほっとしておりま

す．但し4日には台風が日本に接近し，また6日

朝には北海道胆振東部地震が発生するなど，関連

する皆様には学会参加あるいは帰宅の際にご苦労

された方も何名かおられたと伺っており大変心配

しました．実際これらの災害によるキャンセルは

2件発生しました． 
さて参加者数ですが，本体の大会には私が調べ

た限りで過去最高の人数となる444名（内訳とし

ましては会員288名，非会員156名．また学生は

56名），懇親会には125名にご参加頂くことがで

きました．学生バイトなどスタッフを含めますと

465 名となります．学会の個人会員は開催日時点

で 864 名，うち学生会員（準会員）は 73 名です

から，非会員や学生の比率が多い大会になったと

いうことは大変歓迎するべきかと考えます． 
また報告件数ですが，特別セッションは口頭セ

ッションが12セッションで54件，ラウンドテー

ブル12セッションで28件，一般セッション数は

11で65件，またポスターセッションは13件と，

総計160件の発表がありました． 
また大会前日のチュートリアルセミナーは法

政大学の猪狩良介先生による「はじめての継続時

間分析と生存時間分析：人文社会科学やマーケテ

ィングへの応用」と(株)アクセンチュアの「ベイ

ズ推論による機械学習入門：応用モデルの構築法

を中心に」の2本立てで，のべ192名参加いただ

くことができました． 

大会シンポジウムとしては「行動経済学と行動

計量学」と題しまして，京都大学の依田高典先生，

北海道大学の高橋泰城先生，早稲田大学の竹村和

久先生にご講演を，慶應義塾大学の大垣昌夫先生，

東京大学名誉教授の繁桝算男先生，および私が討

論者となり，この2分野の関係について議論を行

いましたが，時間が不足しまた私の仕切りもうま

くなかったことからか，もう少し詳しく話を聞き

たかったという意見を懇親会などで頂戴しました． 
柳井レクチャーは立教大学名誉教授の岡太彬

訓先生による多次元尺度構成法のご講演であり，

こちらも大勢の聴衆で盛況でした． 
さて今大会をお引き受けするにあたって，三田

キャンパスには本学会で積極的に活動されている

会員がおらず実は大変不安でした．しかし副実行

委員長をお引き受けいただいた横山暁先生（青山

学院大学）には受付業務を中心に多くの仕事をし

ていただきました．前大会担当委員長の松本渉先

生（関西大学）と前回の大会副実行委員長の上野

雄史先生（静岡県立大学）には様々な点でご助言

頂き，また元大会担当委員である尾崎幸謙先生（筑

波大）にはプログラム作成を，吉田清隆先生（神

戸親和女子大学）には広告をそれぞれご担当頂き

ました． 
また私の元指導学生である猪狩良介先生（法政

大学），竹内真登先生（東北学院大学），新美潤一

郎さん（理化学研究所），加藤諒さん（神戸大学），

星野研究室の秘書の平山さん，博士課程の高畑圭

祐君をはじめとする院生諸君にはいろいろな仕事

を引き受けてもらいました．何とか学会を無事に

成功させることができたのも，このような多くの
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方のご助力の賜物です． 
さて，本来的には学会大会運営というものはこ

の規模の学会であれば持ち回りの運営委員会が中

心となって活動するべきところであります．本学

会でも松本渉先生のリーダーシップのもと，これ

までの数回の大会では大会担当委員会の貢献が多

大であったと聞いております． 
しかし丁度今年は理事会交代の端境期であっ

たため，4 月からの大会担当委員を当てにするこ

ともできませんでした．そこで松本前大会担当委

員長のお知恵により，事前に元大会担当委員を実

行委員会に引き込んで仕事をお手伝い頂くことと

なりました． 
次の理事会交代の時には今回のような綱渡り

をしないように，ノウハウが引き継がれる半舷上

陸の委員任命体制を確立する，大会開催校の負担

を軽減する方策がさらに推進する，など学会誌と

ともに最も重要なイベントである大会運営のさら

なる改善の必要性を当学会理事としても感じる大

会でした． 
最後に，本大会は学内においては星野が兼担教

員を務める慶應義塾大学産業研究所との共催とさ

せて頂きました．これにより弊学での通常の学会

大会に比較して学会日程の早期確定と会場費の減

免が実現しました．この場をお借りして産業研究

所に御礼を申し上げます． 
 
 

星野崇宏 
（ほしの・たかひろ） 
慶應義塾大学経済学

部教授 
東京大学大学院総合文

化研究科博士課程修了．

博士（学術）博士（経済

学）．2015 年より現職．

2004 年より当学会理事．

2015 年より和文誌編集委員長．2017 年日本学術振

興会賞受賞． 
 
 
 
 
 

学会役員（2018-2020） 

・学会誌編集委員会 
委員長：岡太 彬訓 
和文誌編集委員会 
委員長：星野 崇宏 
副委員長：岡田 謙介  松本 渉 
委員： 
荒井 紀一郎 石岡 恒憲  稲水 伸行 
上野 雄史  宇佐美  慧   大久保 智哉 
奥瀬 喜之  尾碕 幸謙  勝又 壮太郎 
金井 雅之  黒木 学    鈴木 督久 
鈴木 雅之  土屋 隆裕  鶴見 裕之 
中井 美樹  中川 宏道  藤田 泰昌 
本村 陽一  栁原 宏和  山岡 和枝 
山本 倫生  吉野 諒三 
欧文誌編集委員会 
Editor-in-Chief:  Maomi Ueno 
Coordinating Editors: 
Heungsun Hwang Shuichi Kawano 
Brandon Malone Minoru Nakayama 
Akinori Okada Marko Sarstedt 
Ronny Scherer Shohei Shimizu 
Joe Suzuki Marie Wiberg 
Advisory Board: 
Kohei Adachi Hans-Hermann Bock 
Ulf Bockenholt Wray Buntine 
Włodzisław Duch Wolfgang Gaul 
Patrick Groenen Willem J. Heiser 
Aapo Hyvarinen Yutaka Kano 
Thomas Richardson Michael Smithson 
Michael E. Sobel Yoshio Takane 
Ben Tatler Iven Van Mechelen 
Maurizio Vichi Ke-Hai Yuan 
Associate Editors: 
Russell G. Almond Daniel Baier 
Abdelhadi Bellachhab   
Giuseppe Bove 
Hamparsum Bozdogan 
Theodore Chadjipadelis 
Andrzej Cichocki Mark de Rooij 
Reinhold Decker Zhi Geng 
Michael Gutmann Kei Hirose 
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Yili Hong Takahiro Hoshino 
Jukka Huhtamäki Antti Hyttinen 
Wolfgang Jagodzinski 
Kentaro Kato Manabu Kuroki 
Berthold Lausen Urbano Lorenzo-Seva 
Yasuo Miyazaki Alessio Moneta 
Fiona Mulvey Haruhiko Ogasawara 
Kensuke Okada Samo Pavlin 
Thomas Pederson Matthew Purver 
Teemu Roos Neil Rubens 
Marcus Selart Ricardo Silva 
Kazuhisa Takemura    
Javier Trejos Zelaya 
Michel van de Velden   
Donatella Vicari Kazuho Watanabe 
Wolfgang Wiedermann 
Michio Yamamoto Hirokazu Yanagihara 
Helen Yannakoudakis   
Hsiu-Ting Yu Kun Zhang 
Jiji Zhang 
 

・運営委員会 
委員長：鈴木 讓 
副委員長：大森 拓哉  横山 暁 
委員： 
猪狩 良介  川野 秀一  土田 潤  
芳賀 麻誉美 橋本 貴充  本村 陽一 
山本 倫生 
 

・広報委員会 
委員長：尾碕 幸謙 
会報小委員会 
副委員長：藤田 泰昌 
委員： 
石橋 敬介  稲水 伸行  岩間 徳兼 
上野 雄史  大﨑 裕子  久保 沙織 
水師 裕   鈴木 宏哉  登藤 直弥 
朴 堯星   袰岩 晶   元山 斉 
インターネット小委員会 
副委員長：齋藤 朗宏 
委員： 
荒井 清佳  大橋 洸太郎 橋本 貴充 
福中 公輔 
 

SNS戦略小委員会 
副委員長：岡田 謙介 
委員： 
小杉 考司  篠原 正裕  清水 裕士 
相談役： 
中山 厚穂 
 

・組織検討委員会 
委員長：繁桝 算男 
委員： 
岡太 彬訓  林 文  山田 剛史 
 

・大会担当委員会 
委員長：大森 拓哉 
副委員長：松本 渉  横山 暁 
 

・資料アーカイブス委員会 
委員長：松本 渉 
副委員長：山岡 和枝 
委員： 
齋藤 朗宏  鈴木 督久  角田 弘子 
中山 厚穂  朴 堯星   林 文 
松田 映二  松原 望   森本 栄一 
吉野 諒三 
 

・柳井レクチャー委員会 
委員長：吉野 諒三 
副委員長：林 文   山岡 和枝  
 

・イノベーション委員会 
委員長：岡太 彬訓 
副委員長：星野 崇宏 
委員： 
井上 哲浩  大川 英恵  狩野 裕 
清水 昌平  菅野 剛   朴 堯星 
本村 陽一  山本 倫生  横山 暁 
 

・事務局 
菊地 賢一 （事務局長） 
椎名 久美子（副事務局長・会計担当） 
大森 拓哉 （副事務局長） 
橋本 貴充 （理事会担当） 
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2018 年度学会賞受賞者について 
 
学会賞選考委員長 

岩崎 学（横浜市立大学） 
 

1．学会賞受賞者の選考について  
2018 年度の学会賞の受賞者の選考および受賞

者について学会賞選考委員会を代表してご報告い

たします．なお，学会賞選考委員会委員は，委員

長以外は非公開となっています． 
学会賞には，功績賞，優秀賞，奨励賞，出版賞

の 4 種があります．4 種の賞それぞれの候補者の

選考は，各賞についてワーキンググループにより

収集された基本的な資料とそれに基づく候補者の

一覧が学会賞委員会委員に提供され，委員会は提

供された資料をもとに審議を重ねて各賞の候補者

を絞り込み，最終的な候補者を理事会へ諮りまし

た．理事会での審議を経て最終的な候補者が承認

され，受賞者本人の受諾を確認して学会賞受賞者

が決まりました． 
学会賞選考に関わる学会理事およびワーキン

ググループのメンバーの方々には，この間，大変

お世話になりましたことをここに記し，感謝しま

す． 
 
2. 林知己夫賞（功績賞） 

林文会員が本年度の林知己夫賞（功績賞）を受

賞しました．林会員は，本学会学会創設時よりそ

の中心的メンバーとして活躍され，行動計量学の

発展に大きく寄与されてきました．特に，国民性

調査及び国際比較など調査の分野において多くの

研究業績を有しています．その研究成果は，著書

や学術論文および多くの口頭発表などによって公

表され，専門的見地および調査の実務家から高い

評価を得ています．同会員の主要な業績の一部を

以下に紹介します． 
著書 
林 文・山岡和枝 (2002) 調査の実際．朝倉書店． 
吉野諒三・林 文・山岡和枝 (2010) 国際比較デ

ータの解析―意識調査の実践と活用．朝倉書店． 
林 文・他 (1998) 国民性七か国比較．出光書店． 
学術論文 
林 文 (2006) 宗教と素朴な宗教的感情．行動計

量学，13，13-24． 
林 文・田中愛治 (1996) 面接調査と電話調査の

比較の一断面．―読売新聞世論調査室の比較実

験調査から―．行動計量学，23，10-19． 
林 文・山岡和枝・寺尾浩明 (1982) PARAFAC

を解く二つのアルゴリズムの比較．行動計量学，

9，47-62． 
林 文 (1981) 年令は心から測れるか．行動計量

学，8，66-79． 
Hayashi, F. and Nikaido, K. (2009) Religious 

faith and religious feelings in Japan. 
Analysis of cross-cultural and longitudinal 
surveys. Behaviormetrika, 36, 167-180. 

Hayashi, C., Suzuki, T. and Hayashi, F. (1984) 
Comparative study of lifestyle and quality of 
life: Japan and France. Behaviormatrika, 11, 
1-17. 
功績賞は「優れた業績によって，行動計量学の

発展に著しく寄与したものを対象とする」となっ

ています．林会員の業績はまさに功績賞に相応し

いものと認められます． 
 
3. 林知己夫賞（優秀賞） 

小杉考司会員が本年度の林知己夫賞（優秀賞）

を受賞しました．小杉会員は，これまで多くの著

書（翻訳，分担執筆を含む）および学術論文を公

表し，その研究成果には見るべきものがあります．

また，M-Plus や R などの分析ソフトを用いて

の実践的なデータ解析の普及にも尽力されてきま

した．同会員の主要な業績の一部を以下に掲げま

す． 
著書 
小杉考司・清水裕士（編著）(2014) M-plus と R

による構造方程式モデリング．北大路書房． 
小杉考司 (2007) 社会調査士のための多変量解析

法．北大路書房． 
小杉考司 (2006) 心理–論理と態度理論への数理

アプローチ．松香堂． 
学術論文 
永野駿太・木本茉莉奈・小杉考司・小野史典 (2018) 

透明性の錯覚に与える解の既知性の影響．行動

計量学，45，59–66． 
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小杉考司・清水裕士・藤澤隆史・石盛真徳・渡邊

太・藤澤等 (2011) 家族関係尺度における階層

的因子構造について．行動計量学，38，93-99． 
小杉考司・藤原武弘 (2004) 等高線マッピングに

よる態度布置モデル行動計量学．31，17-24． 
Kosugi, K. E. (2018) Asymmetrical triadic 

relationship based on the structural 
difficulty. Behaviormetrika, 45, 7–23. 
優秀賞は「行動計量学に関する，単数または複

数の優れた研究業績を発表した個人または集団を

対象とする」となっています．小杉会員の行動計

量学に関する業績は，まさに優秀賞に相応しいと

認められます． 
 

4. 肥田野・水野欽司賞（奨励賞） 

橋本翔会員が本年度の肥田野・水野欽司賞（奨

励賞）を受賞しました．橋本会員は，多変量デー

タの解析法に関する優れた論文を行動計量学会の

論文誌に発表し，また年次大会でも優れた研究発

表を続けています． 
橋本 翔・田中一晶・片平建史・長田典子 (2018) 

刺激と独立な個人の傾向を考慮した新たな三

相データの分析法．行動計量学，45，27-38． 
Hashimoto, S. (2013) Bayesian factor analysis 

for obtaining simplimax solutions with an 
unspecified number of zeros. 
Behaviormetrika, 40, 69-83. 
奨励賞は「若手の研究者で，日本行動計量学会

発行の学術雑誌（「行動計量学」および

「Behaviormetrika」），または毎年行われる日本

行動計量学会大会において，今後に期待される意

欲的な研究業績を発表した個人を対象とする」と

されており，橋本会員の業績はまさに奨励賞に相

応しいと認められます． 
 
5. 杉山明子賞（出版賞） 

清水昌平会員が本年度の杉山明子賞（出版賞）

を受賞しました．受賞理由は，同会員が次の図書

を出版したことです． 
清水昌平 (2017) 統計的因果探索．講談社． 
本書は，著者のこれまでの研究をその土台とし，

統計的因果推論の分野に鋭く切り込む内容を持っ

ています．今後ますますその理論的発展と社会実

装が期待される分野の先導的な役割を果たす書物

と評価できます． 
出版賞は「過去3 年程度に刊行された行動計量

学に関する優れた図書の著者・訳者（原則として

3 人以内）を対象とする」とされており，上記著

作は，行動計量学に関する優れた図書と呼ぶのに

まさに相応しいと認められます． 
 

岩崎 学 

（いわさき・まなぶ） 
横浜市立大学データサ

イエンス学部教授 

日本行動計量学会理事 
 
 
 

 
 

学会賞受賞者より 
 

林知己夫賞（功績賞）を受賞して 

東洋英和女学院大学 林 文 
 
この度は功績賞という立派な賞を頂戴し，身に

余る光栄と御礼を申上げます．私がこのような賞

を頂いてよいものか，学会や学問にどんな貢献が

できたのだろうかと自問し迷いましたが，何がし

かの貢献をお認め下さった方々に感謝して，厚か

ましくお受けいたしました．私の学会との関わり

も細々とした研究も，統計数理研究所に入所して

から林知己夫先生の研究のお手伝いの中で，続け

てこられました．その林知己夫先生のお名前を冠

した賞は，叱咤激励の一つのような気がいたしま

す． 
私の研究歴は林先生のお手伝いによるものば

かりですが，様々な分野の研究に携わらせていた

だきました．研究所に入ったころ始まっていた野

生動物生息数調査では，佐渡や北海道での調査に

毎年のように同行し，雪の中で野兎の足跡を測量

したりヘリコプターで飛行し撮影した足跡を数え

たりしたことは貴重な体験でした．技術が発達し

た今日であれば野生動物の生息数の調査も簡単に

済むと思われがちですが，現場を重視する先生の

研究姿勢は，今日さらに重要になっていると思い
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ます． 
また，研究所入所間もなく朝日新聞社の予測調

査分析会場に林先生のお手伝いで行きましたが，

その頃は電動計算機の時代で，会場が機械音で大

騒音だったのが懐かしく思い出されます．後に，

これも林先生の後押しで山岡和枝先生と共に共同

通信社総合選挙センターの顧問をいたしました．

こちらは故石田正次先生のご指導で開発された方

法で，新たに勉強しながら電話調査時代への対応

など検討いたしました．東洋英和女学院大学で同

僚だった田中愛治先生に読売新聞社の電話調査の

研究への参加を誘われた時，林先生から２社を掛

け持つのは問題と言われましたが，すでに各社の

競争の時代は終わり，互いに研究を伝え合う状況

になっており，無事に了解を得たということもあ

りました． 
お化けを怖いと思うかどうかなど素朴な「基底

意識」を探る，いわゆる「お化け調査」を行いな

がらそれらの分析法の開発とその意味を検討した

MDS 研究会にも参加させていただきました．そ

の後，東洋英和女学院大学の大学院で研究科の分

野として発足した死生学に接して，1970年代のお

化け調査で見られた素朴な宗教的感情の意味を問

い直すことを考え，林先生のお力をいただいて調

査を行いました．小さな調査を重ねて，最近は大

隅昇先生のご指導の下で Web 調査も行って，調

査方法も含めた調査結果の検討をしているところ

です．これが強いて申すならば，今の私の関心分

野ということになるかも知れませんが，得意分野

があるわけでもなく，ここまできてしまったよう

に思います． 
学会については，和文誌編集委員長の時には，

大幅に出版遅れをきたしてしまいましたし，また

近年の編集委員長の時に起きた問題については，

その対応のまずさを反省するばかりです．その後

の編集委員長のご努力で，今の学会誌は充実した

ものとなり，新たな役割も期待しております． 
改めて，今回の受賞は，お世話になった多くの

先生方，特に行動計量学会の方々のおかげと感謝

申上げます．林知己夫先生の賞に恥じないように，

これからも何とか努力したいと思っております． 
 
 
 

林 文 

（はやし・ふみ） 
東洋英和女学院大学

名誉教授 

1966年日本女子大学

家政学部家政理学科

卒業（数学）．統計数

理研究所助手を経て，

1989年東洋英和女学

院大学就任．日本行動計量学会では，和文誌編集委

員，委員長，組織検討委員会委員長などを担当．そ

の他，日本分類学会，森林野生動物研究会などの役

員を務める．2016年日本分類学会貢献賞受賞． 
 

 

林知己夫賞（優秀賞）を受賞して 

専修大学 小杉 考司 
 
この度は林知己夫賞（優秀賞）を賜り，誠にあ

りがとうございます．嬉しい気持ちというより，

多くの方に感謝の気持ちでいっぱいです．これま

で受賞されてきた歴々の先生方を振り返るに，私

がこの先生方と並ぶようなことがあって良いのか

と恐縮するとともに，形が人を作るということも

ありますから，賞に負けないように今後も行動計

量学会を中心に精進していこうと思うような次第

です． 
この賞は「行動計量学に関する，単数または複

数の優れた研究業績を発表した個人または集団を

対象」とありますが，振り返ってみてもこれとい

った決め手のような優秀な業績は持っておりませ

んので，受賞の知らせを聞いた時は喜びよりも戸

惑いを感じました．自分なりに理由を考えたとこ

ろ，思いついたのは二つです．一つは研究仲間と

ともに関わった「ベイズ統計モデリング―

R,JAGS,Stan によるチュートリアル―」（共立出

版）の翻訳です．持っているだけで鍛えられる（腕

が），ということでも知られた太い本ですので，そ

の労をお認めいただけたのであれば大変ありがた

いことです．とはいえ，私は監訳者との立場が主

で，のべ 19 人にもなる訳者の方々のご助力があ

っての業績ですので，これを持って自分の業績と

誇れるものではありません．もう一つ他の理由が
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あるとすれば，私は大学院生になった 1998 年に

入会していますから，20年近く行動計量学会の隅

っこをウロウロしつづけていたこと，その息の長

さが今に繋がったのかなと理解しています． 
私の出自は社会心理学領域ですが，二人いる師

匠が行動計量学会会員であり，両先生とも多変量

解析のプログラミングなどを自分で書いていた世

代の人でしたから，この学会には先生とともに新

しい技術・方法を勉強に来るのが常でした．残念

ながら，他の学生仲間はこの学会には加入してお

らず，また最近は（社会）心理学領域の若手研究

者を学会で見ることが少ないようで，寂しさを感

じるとともに勿体ないことだと感じています．幸

い最近では，心理学においてもベイズ統計モデリ

ングの有用性が知られるところになりましたから，

そちらの領域の先生・学生たちを行動計量学会に

お連れして，新たな展開が生じるような働きかけ

をしていきたいと思っています． 
受賞の際には多くの先生方から，今後も頑張る

ようにと激励いただきました．いつも周りの人々

にサポートしていただき，また叱咤激励をいただ

けるというのは大変ありがたく，自分は果報者だ

と思います．今後もさらに長居し続け，（社会）心

理学領域との橋渡しはもちろん，自身のライフワ

ークである数理社会心理学をつくるという目標に

向けて精進することで，学会に少しずつ恩返しを

していきたいと思っております． 
この度は本当にありがとうございました． 
 

小杉 考司 

（こすぎ・こうじ） 
専修大学人間科学部

准教授 

関西大学社会学部産

業心理学専攻卒業．

関西学院大学社会学

研究科博士前期課程 

修了．関西学院大学

社会学研究科博士後

期課程 単位取得満了．学術振興会特別研究員（PD），

山口大学教育学部を経て，2018年より専修大学人間

科学部に入職．専門は多変量解析，統計モデリング，

数理社会心理学． 
 

肥田野直・水野欽司賞(奨励賞)を受賞して 

関西学院大学 橋本 翔 
 
この度は，肥田野直・水野欽司賞という栄誉あ

る賞をいただき，誠にありがとうございます．常

日頃からご指導ご鞭撻をしていただいております

諸先生方諸先輩方に心より御礼申し上げます． 
学部生時に行動計量学という分野に初めて触

れたときには，大変難しく感じたことを覚えてお

ります．数理的な理解などはできず心理学におけ

る有用な道具としての理解に留まっておりました．

そうした方法論に対する興味から足立浩平先生の

研究室へ所属したのですが，足立先生には方法論

だけではなく，行列分解を中心とした多変量解析

法の奥深さ，行動科学のデータをモデルで表すこ

との面白さ，そして研究活動の楽しさや大変さな

ど非常に多くのことを学ばせていただきました．

先生，研究室の諸先輩方や後輩の皆様には，今で

も多くのことを学ばせていただいております．ま

た繁枡算男先生や渡辺洋先生の講義を受講させて

いただき，ベイジアンのエッセンスを教えていた

だくことで，人間の活動におけるシンプルな原理

の存在やその解明法についてますます関心を持つ

ようになりました．そうして大学院ではベイジア

ン因子分析に関する研究を行っておりましたが，

そこで最初に入会し，初めて学術大会に参加し，

また研究発表をさせていただいた学会が行動計量

学会(第 37 回大会 大分大学)でした．また，その

成果を発展させた私の最初の研究論文は

Behaviormetrika に発表させていただきました．

このように私の研究活動における最初の活動の多

くをお世話になっておりまして，本学会とはとて

も深い縁を感じております． 
植野真臣先生が157号会報で仰っていましたよ

うに，行動計量学は今まさに注目されている時で

あると感じております．私は今現在，行動計量学

の応用分野の一つでもある，感性工学の分野で研

究活動を行っておりますが，この分野でも行動計

量学の重要性は高まるばかりです．感性工学は対

象の感性的な特性を工学的に操作することを一つ

の目的としているため，感性という名に見えない

ものをいかに測定し，定量的に取り扱うかという

問題には行動計量学の視点は不可欠です．また「行
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動計量学」第 45 巻に掲載させていただきました

個人差の定量化手法に関する研究は，個人の傾向

に適合したシステムの構築という，応用場面での

問題意識から出発したものでもあります．加えて，

機械学習における大量の主観評価データのニーズ

を背景に，クラウドソーシングなどデータ所得の

方法も変化してきております．このように行動デ

ータが広く応用されている現状，今後も本学会の

重要性はますます高まるものだと考えております．

この度頂戴いたしました賞は，本学会の一員とし

てもっと頑張れという本学会からの叱咤激励の声

であると感じており，身が引き締まる思いで御座

います．浅学菲才な身で誠に僭越では御座います

が，行動計量学に対して今後とも微力ながら貢献

していく所存ですので，今後ともご指導，ご鞭撻

のほどどうぞ宜しくお願い申し上げます．この度

は誠に有難うございました． 
 

橋本翔 

（はしもと・しょう） 
関西学院大学 研究特

別任期制助教 

大阪大学大学院 人間科

学研究科 博士後期課程 
修了．博士（人間科学）．

関西学院大学 理工学研

究科 博士研究員を経て

2017 年 4 月より現職． 
 
 

杉山明子賞（出版賞）を受賞して 

滋賀大学 清水昌平 
 
この度は，杉山明子賞という栄誉ある賞をいた

だき，誠にありがとうございます．行動計量学会

は，初めて学会発表をした国内学会であり，また

初めて入会した学会であり，私にとって特別な学

会です． 
学位取得後は，研究テーマが少し情報系よりに

なっていったこともあり，行動計量学会のイベン

トに参加することがしばらく少なくなっていまし

た．それにも関わらず，2012年新潟で開催された

学会大会では，チュートリアルをする機会をいた

だきました．また，Behaviormetrika誌における

causal discovery に関する特集号の guest editor
を2度，そして2016年からは，Springer社より

発行される Behaviormetrika 誌の coordinating 
editor を務める機会をいただきました．行動計量

学会理事長でいらっしゃる電気通信大学の植野真

臣先生に感謝いたします． 
私のこれまでの研究テーマは，行動計量学会に

おいて育まれてきた構造方程式モデリングと信号

処理分野で発展してきた独立成分分析のアイデア

を組み合わせて，新しい探索的因果分析法を創る

というものでした．今回受賞の対象となった「統

計的因果探索」では，前半は一般的な因果探索の

基礎的事項，後半は，その新しい探索的因果分析

法について解説しました．ねらいとしては「学部

生が一人で最後まで読み切れる本にする」という

ことでした．今後は，この方法をさらに発展させ

るとともに，新たな研究テーマも進めていきたい

と考えております． 
また，私が現在勤務しております滋賀大学では，

2017 年度より日本初のデータサイエンス学部を

開設いたしました．来年度には同じく日本初の大

学院データサイエンス研究科を開設する予定です．

これらの活動を通じても，行動計量学会の発展に

寄与できればと考えております．この度は，本当

にありがとうございました．今後ともどうぞよろ

しくお願い申しあげます． 
 

清水昌平 

（しみず・しょうへい） 
滋賀大学 データサイ

エンス学部 教授 
理化学研究所 革新知能

統合研究センター 因果

推論チーム チームリー

ダー．2006 年に大阪大

学 基礎工学研究科にて

博士(工学)を取得．データ生成過程を推定するための

統計解析手法の研究開発とそれらの因果推論への応

用に従事．2016 年に日本行動計量学会 林知己夫賞 
(優秀賞)を受賞．2016年よりBehaviormetrika誌の

コーディネーティングエディタを務める． 
 
 



 

 

 

日本行動計量学会会報 第 159 号                                 2018年 12 月 1日 

9 

清水昌平（著）『統計的因果探索』，講談社，2017
年5月 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新たな名誉会員のご報告 
学会賞選考委員長 

岩崎 学（横浜市立大学） 
 
行動計量学の発展に功労のあった 
・大隅 昇 会員 
・坂元慶行 会員 

の両氏が，理事会より名誉会員として 2018 年 9
月5 日に開催された総会へ推薦され，同総会の承

認を経て名誉会員となられました． 
なお，2015 年度より，名誉会員推薦のための

資料も学会賞選考委員会から理事会へ供すること

となったことを申し添えます． 
 
日本行動計量学会第47回大会のお知らせ 

 
大会実行委員長 

狩野 裕（大阪大学） 

 
2019 年度の日本行動計量学会第 47 回大会を

下記の要領で，大阪大学豊中キャンパスにて開催

致します．会員の皆様にはぜひ積極的なご参加を

賜りますようお願い申し上げます． 
 
          記 
 

日 程： 2019年9月3日(火)～9月6日(金) 
場 所： 大阪大学豊中キャンパス（大阪府豊中市

待兼山町1-3） 
大会実行委員長： 狩野 裕 (大阪大学基礎工学研

究科) 
大会副実行委員長： 鈴木 讓 (大阪大学基礎工学

研究科) 
交通アクセス： 

https://www.osaka-u.ac.jp/ja/access/accessma
p.html#map01 

 
大阪大学で本学会の大会を開催させて頂くの

は 2 回目となります．初回は 1993 年で，人間科

学部の直井優教授（当時）（名誉会員）が大会実行

委員長でいらっしゃいました．その大会で記憶に

残るのは第3日目が台風で中止になったことです．

平成 30 年度，関西は何回も自然の猛威に襲われ

ましたが，来年度は平穏であってほしいと祈りま

す．さて，第 47 回大会は，基礎工学研究科の講

義棟で開催致します．大阪大学は，1961年に理学

と工学の間をうめるために基礎工学部を創設し，

1972年には，理科系から文科系にまたがる，人間

を研究対象とする人間科学部を創設しました．両

学部ともに設置されたときは隙間産業的だったの

かも知れませんが，昨今，これらの学部が扱う学

際融合研究を否定するものはありません．また，

日本行動計量学会の Web には「人間の行動に関

する計量的方法の開発，およびその適用について，

学際的・横断的な研究活動を行っています．」とあ

り，本大会が，大阪大学の人間科学部や基礎工学

部で開催されることは至極全うのように思います． 
 Webでは，行動計量学の立場として，統計的

方法論を議論するだけではなく，「問題構造の把握」

→「目的に即した定式化」→「実験・調査・測定」

→「データ解析」→「情報の抽出」の全てプロセ

スが重要であると説きます．この考えは，昨今デ

ータ科学で強調される PPDAC(Problem→Plan
→Data→Analysis→Conclusion)と共通するもの

です．AI・数理・データ科学人材が不足する日本

において統計教育への貢献も重要になるかもしれ

ません． 
昨今の大会では，新たな取り組みとしてラウン

ドテーブルディスカッションや柳井レクチャーが

あります．従来からの大会シンポジウム，一般セ

ッション，特別セッション，ポスターセッション

https://www.osaka-u.ac.jp/ja/access/accessmap.html#map01
https://www.osaka-u.ac.jp/ja/access/accessmap.html#map01
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を加えて，魅力的な大会になるよう努力する所存

ですので，会員の皆様方のご協力をよろしくお願

いします． 
 

 
基礎工学B棟（講義棟）（大会会場） 
 

 
大阪大学会館 
（旧イ号館，旧制浪速高等学校）と中山池 
 

編集委員会より 
 

編集委員会委員長 

岡太 彬訓（立教大学） 

 
“Behaviormetrika”のシュプリンガー・ジャパ

ンからの出版について 
 

 “Behaviormetrika”は2016年発行の第44巻

第1号から，従来の笹氣出版印刷に替えてシュプ

リンガー・ジャパン株式会社から出版しています．

2015年“Behaviormetrika”の出版についてシュ

プリンガー・ジャパン社と出版契約を結びました．

この契約を結ぶにあたっては，欧文誌編集委員会

と編集委員会で慎重な議論を重ね，理事会へ諮り

承認されたものです．シュプリンガー・ジャパン

社との契約後も，“Behaviormetrika”が，日本行

動計量学会が所有する学会誌であることに変わり

はなく，その名称と著作権は従来通り日本行動計

量学会が所有しています． 
 “Behaviormetrika”をこのような形で出版す

ることの理由は，以下の通りです．第一は，

“Behaviormetrika”を従来通りの体制で出版し

ても，英文により国際的に発信する学術雑誌とし

ての機能を今後にわたり十分に果たしていくこと

が難しいと考えたことです．シュプリンガー・ジ

ャパン社から出版することで，“Behaviormetrika”
がインパクトファクターを取得できるような環境

を整えて，この分野で世界的に通用し得る学術雑

誌として，今後もこの分野において大きく貢献で

きるようにすることが重要であると判断しました．

近年，大学などの研究機関では，学術雑誌に記載

された勤務員の論文のうち，インパクトファクタ

ーのある学術雑誌に掲載されたものだけを業績と

して認めるという動きも見られます．本学会が発

行する学会誌へ学会員が投稿し，論文として掲載

されたとしても，インパクトファクターがない場

合には就職や昇格などで業績として認められない

場合があり得ます．業績として認められるような

学会誌を発行することは，会員に対する本学会の

責任を果たすために必要だと思います． 
第二の理由は，学会の社会的な使命として，こ

の分野の発展に貢献する必要があります．世界的

に通用する学術雑誌を発行し，この分野の最新の

研究成果を広く国際的に発信することは，本学会

が果たすべき大きな役割あるいは責務だと思いま

す．そのためには，従来の出版形態ではなく，シ

ュプリンガー・ジャパン社から出版することが良

いと考えました．本学会が今後この分野において

引き続き大きく貢献していくためには，シュプリ

ンガー・ジャパン社から出版することが，より有

効なものだと考えています． 
現在，“Behaviormetrika”に出版された論文は，

会員は無料でダウンロードできますが，非会員は

一部の論文を除き有料です．一部の論文について

は著者の負担でオープンアクセスとなっており，

会員非会員を問わず無料でダウンロードできます．

今 の と こ ろ ， 大 学 な ど の 図 書 館 が

“Behaviormetrika”を購入する場合には，個別
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に購入する必要があります．しかし，インパクト

ファクターが付与され，掲載された論文の引用が

増えてくれば，シュプリンガー社が大学等へ学術

雑誌を一括して販売する学術雑誌をまとめたパッ

ケージに含まれるようになります．パッケージに

含まれるようになれば，“Behaviormetrika”を個

別に購入しなくても，広く全世界の図書館がバッ

ケージを購入すると共に，“Behaviormetrika”が
自動的に購入されます．これにより，

“Behaviormetrika”を購読する機会が増え，掲

載された論文へ触れる機会は拡大することになり，

“Behaviormetrika”の国際的な発信力は飛躍的

に 増 大 す る と 考 え て い ま す ． 現 在

“Behaviormetrika”は，シュプリンガー社でコ

ンソーシアムと呼ばれる，幾つかの学術雑誌を一

括してまとめたパッケージに含まれており，コン

ソーシアムが研究機関などで購入されるとそこで

は自由に購読しダウンロードすることができます．

“Behaviormetrika”を含むコンソーシアムを購

入した研究機関は後述のように約3,000です． 
バックナンバーは，第 44 巻 2 号まで J-Stage

で公開され，学会員に限らず誰もが無料で希望の

論文をダウンロードすることが可能であり，現在

でもこの状態が続いています．一昨年度来，バッ

クナンバーについてもシュプリンガー社から公開

する計画を立て，理事会での承認を経てそのため

の助成金を申請し，幸い今年度学術振興会からの

助 成 金 が 得 ら れ ま し た の で ， 第 1 号

（“Behaviormetrika”は発行当初は巻/号ではな

く，創刊号をNo. 1とし，以降発行順にNo. 2,…, 
No. , …3としていました）からバックナンバーを

シュプリンガー社から公開する予定です．これに

より，J-Stage での公開は中止されます．シュプ

リンガー・ジャパン社との出版契約で，同社から

バックナンバーを公開する場合は他では公開しな

いとしているためです．これにより，非会員につ

いても無料で創刊号から第 44 巻第 2 号までのバ

ックナンバーが無料でダウンロードする機会が失

われます．大変残念なことですが，将来

“Behaviormetrika”が同社のコンソーシアムに

より広く含まれて，それらが購入されるようにな

った際に，バックナンバーが一括して同じ Web 
site で購読できるという利点があり，ダウンロー

ド数が一層増加するのではないかと考えています．

2017 年のダウンロード数は後述するように約

5,700です 
笹氣出版印刷で出版していた時には，出版時に

会員各位へ冊子体の“Behaviormetrika”が郵送

されました．シュプリンガー・ジャパン社から出

版するようになってからは， Web site でダウン

ロードに必要なパスワードが会員各自に送付され

ています．冊子体が手元に届かなくなったことで

“Behaviormetrika”に対する親近感が薄くなっ

たという印象をもたれる会員の方もおられると思

います．その気持ちはよくわかりますが，冊子体

を会員各自に送るための費用は現在の学会には支

払うのが困難であることをご理解いただきたいと

お願いする次第です． 
2016年に“Behaviormetrika”をシュプリンガ

ー・ジャパン社から出版する契約を締結した後で

の投稿数は2016年後半が25，2017年は47です．

2016年前半（笹氣出版印刷で出版）の投稿数は7
です．また，購読数は，笹氣出版印刷で出版して

いた際とシュプリンガー・ジャパン社から出版し

てからの比較を直接することはできませんが，現

在は，南北アメリカ，アジア・太平洋，ヨーロッ

パ・中東・アフリカの合計で2,996の研究機関で

購読可能な状態です．笹氣出版印刷で出版してい

た際の研究機関への送付は 19 冊でした．論文の

ダウンロード数は2016年が174，2017年は5,752
です．これらの数字は，シュプリンガー・ジャパ

ン社から出版してから“Behaviormetrika”が順

調に学会誌としての使命を果たしているといって

良いのではないかと思います． 
最後に，笹氣出版印刷から出版していた時とシ

ュプリンガー・ジャパン社から出版してからの，

費用と収益を簡単に示します．2016年度は，前半

が笹氣出版印刷から出版し，後半がシュプリンガ

ー・ジャパン社から出版しましたので，2015年度

（笹氣出版印刷から出版）と 2017 年度（シュプ

リンガー・ジャパン社から出版）の費用と収益を

述べます（金額は 1 万円単位の概算です）．2015
年度の“Behaviormetrika”2冊分（第43巻第1
号と第2号）は，PDF作成費（J-STAGEでの公

開用）を含めて約 196 万円であり，収益は約 15
万円（大会抄録集と「行動計量学」を含んだ著作
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権料約 36 万円の内の“Behaviormetrika”の著

作権料と考えられる 1/3 の 12 万円と冊子売上 3
万円の合計）でした．費用から収益を引いた正味

の出版費用は約 181 万円です．一方，2017 年度

の“Behaviormetrika”2冊分（第44巻第1号と

第2号）は270万円で，これにはシュプリンガー・

ジャパン社が公開するための PDF 作成も含まれ

ています．一方，収益（シュプリンガー・ジャパ

ン社からの著作権料）は約115万円でした．費用

から収益を引いた正味の出版費用は約155万円で

す．したがって，2017年度（シュプリンガー・ジ

ャパン社から出版）の方が，2015 年度よりも約

26万円減少しました．以上をまとめると以下のよ

うになります． 
--------------------------------------------------------------------- 
笹氣出版印刷    シュプリンガー・ジャパン社 
(2015年度）                (2017年度) 

--------------------------------------------------------------------- 
費用                   
196万円                        270万円 
収益                    
15万円                         115万円 
正味の費用(費用-収益)      
181万円                        155万円 

--------------------------------------------------------------------- 
このように，出版に要する正味の費用から見て，

シュプリンガー・ジャパン社から出版したことは，

学会の経済的な負担を減少させたということがで

きます．収益は今後変化があり得ると思いますが，

“Behaviormetrika”を購読できる機関の数が増

え，ダウンロード数が増えるにしたがって，増加

するのではないかと期待しています． 
 

運営委員会より 

 

平成31年度研究部会の募集について 

         運営委員会委員長 
鈴木 讓（大阪大学） 

 
日本行動計量学会では，研究活動の活性化をは

かるため，研究部会を設け，活動経費の助成を行

っています．研究部会には，一定地域での研究推

進活動や研究普及活動を主な目的とする地域部会，

および，オリジナリティに富んだ研究成果をあげ

ることを目的とする研究グループがあります．活

動経費は，地域部会については，1部会5万円(採
択件数は優れた研究計画若干)です．地域部会につ

いては，都市部から東京近郊までを主たる活動地

域とする部会は考えておりません．平成 31 年度

の研究部会の募集を下記要領で行います．なお，

採否の審査結果は，4 月初旬にお知らせする予定

です． 
◯提出書類(下記の内容を電子メールにてお送り

ください): 
(1) 地域部会: 研究部会名，代表者，参加予定者(会
員・非会員別)，助成希望金額，活動予定(この順

序で書くこと) 
(2) 研究グループ: 研究部会名，代表者，参加予定

者(会員・非会員別)，研究計画，活動予定(この順

序で書くこと) 
◯応募締切: 平成31年1月31日(木)必着 
◯送付先(問合せ先) 
日本行動計量学会運営委員会委員長 
鈴木 讓 (大阪大学) 
j-suzuki@sigmath.es.osaka-u.ac.jp 

なお，研究部会に関する規約はwebページ 
http://www.bsj.gr.jp/bukai/bukai.pdf 

をご参照ください． 
 

第21回春の合宿セミナーのお知らせ 

        運営委員会委員長 

鈴木 讓（大阪大学） 

 
今回で 21 回目となる日本行動計量学会・春の

合宿セミナーを下記の要領で開催します．今回も

合宿形式で行いますので，講師や参加者どうしの

議論や交流を深めていただければと思います．詳

細は下記 web サイトやメーリングリストなどで

お知らせいたします． 
日時: 3月中旬-下旬 
会場: 東富士リサーチパーク内 TOTO 東富士研

修所／JR 御殿場駅より送迎バス（予定） タ
クシーの場合約15分 

  〒412-0003 静岡県御殿場市柴怒田747-39 
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テーマ:  
マーケティング: 芳賀麻誉美(大阪経済大学)他 
データ科学(クラスタリング): 山本倫生(岡山大

学)，寺田吉壱(大阪大学)，谷岡健資(和歌山県

立医科大学) 
 

セミナーURL： 
http://www.mayomi.org/bsj/spring21.html 

 

広報委員会より 

 

        広報委員会委員長 

尾崎 幸謙（筑波大学） 

 
学会 Webページの整備・更新 

Web ページの整備・更新を行いました．第 46
回大会，行動計量シンポジウム，関連学会，協賛

イベントについての案内などのお知らせを掲載い

たしました．今後も会員の皆様に有益な情報が提

供できるよう引き続き Web ページの整備・更新

を行っていきたいと思います． 
メールニュースの配信 

 2018 年度のメールニュースの配信状況は下図

の通りです．毎月同程度の配信数で推移し，若干

の変動はありますがおおむね前年度の配信数と同

程度となっております． 
広報委員会では，会員に関係があると思われる

シンポジウム，セミナー，公募情報(賛助会員企業

の求人情報も含む)などの情報を含め，会員の皆様

から情報提を募集しております．広報依頼の受付

のページ 
http://www.bsj.gr.jp/prrequest/index.html 
から情報をお寄せ下さい． 

 
メールニュースの配信数 

他学会・協会向け広報活動 

 秋の行動計量セミナー，日本行動計量学会国際

シンポジウムに関する他学会・協会向け広報活動

を広報委員会を中心として行い，20程度の学会・

協会で会員向けMLなどによる情報提供を行って

頂きました． 
 皆様の加入されている学協会で，本学会の行事

をご案内できる場としてお薦めのものがございま

したら，広報委員会までご連絡ください．今後の

広報活動の参考にさせて頂きます． 
学会 Facebookでの情報提供 

学会 Facebook では日本行動計量学会に直接関

係する情報について学会ホームページの新着情報

が更新された際に対応するお知らせ記事を投稿し

ています．お知らせや記事をご覧になりましたら

是非記事を「シェア」していただきますようお願

いいたします．「シェア」していただけますと情報

共有の面で有用と思います． 
学会 Twitterでの情報提供 

 学会 Twitter を開設し，大会情報，秋の行動計

量セミナー，新着論文等について情報提供を行っ

ています．11 月 2 日現在，フォロワー数は 204
です．こちらにつきましても，「フォロー」をぜひ

お願い致します． 
 
 

理事会議事録 

日本行動計量学会 2018年度第 2回理事会議事録 

 

日時：2018年 6月 13日（水）18：00～20：05 

場所：大学入試センター3階視聴覚室 

議事進行：植野真臣理事長 

理事出席者：岩崎学，植野真臣，大森拓哉（書記），

岡太彬訓，岡田謙介，尾崎幸謙，菊地賢

一，椎名久美子（書記），繁桝算男，下

川敏雄，鈴木讓，鈴木督久，竹村和久，

星野崇宏，本村陽一，森裕一，山田剛史，

横山暁 (18名)，委任状10名 

監事出席者：村上隆 

 

資料 

1. 2018年度第 1回理事会議事録案 

2. 第 46回大会実行委員会からの報告 
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3. 役員選出に関する細則 

4. 各委員会委員案 

別紙 1. Behaviormetrika Editorial Board 

別紙 2. 資料アーカイブス委員会構成案 

5. 平成 29年度決算案・平成 30年度予算案 

 5-1. 平成29年度決算案 

 5-2. 平成30年度予算案 

6. 総会関係 

 6-1. 2018年度総会議事次第 

 6-2. 平成29年度事業報告 

 6-3. 平成30年度事業計画案 

7. Behaviormetrikaバックナンバー移行 

8. 和文誌編集委員会からの報告 

9. 欧文誌編集委員会 理事会資料 

10. 広報委員会 資料 

11. 学会賞・名誉会員 

 11-1. 学会賞受賞者の学会賞選考委員会の

案 

 11-2. 名誉会員の学会賞選考委員会の案 

12. シンポジウム「確率的グラフィカルモデル

の最近の進展」（運営委員会） 

13. BEHAVIORMETRIKA-CALL FOR PAPERS 

 

議事 

議事に先立ち，開始時点で議決権 22 名（理事

出席 12名，委任状 10名）であり，理事会が成立

していることが確認された． 

1. 議事録確認 

資料 1にもとづき，2018年度第 1回理事会の

議事録が承認された． 

2. 第 46回大会 

星野大会実行委員長より，資料 2にもとづき，

一般セッションの応募数，特別セッションの最

終数，スケジュール，チュートリアルセミナー，

シンポジウム，柳井レクチャーについて報告が

あった．並行するセッションの数が多くならな

いようにするために，9月3日にもセッションを

入れる可能性を認めることにした． 

3. 第 47回大会 

大森大会担当委員長より，第 47 回大会は大

阪大学にて狩野裕会員を実行委員長として開

催することが提案され，承認された．日程は後

日調整を行うこととされた． 

4. 各委員会委員の委嘱 

菊地事務局長より，資料 3にもとづき各種委

員は理事会の承認を経て委嘱することが確認

された．菊地事務局長より，資料 4 と資料 10

にもとづき，各委員会委員の人選が提案され，

承認された．鈴木運営委員長より，運営委員会

については今後増員の可能性があることが説

明され，承認された．大会担当委員会について

は，今年度の大会までは昨期の委員が継続して

担当し，9月までに新委員の人選を行うことに

なった． 

5. 平成 29年度決算案・平成 30年度予算案 

椎名会計担当理事より，資料 5-1にもとづき，

平成 29 年度決算案について説明があり，平成

28年度決算時と比較して繰越金が約150万円減

っており，大会準備金と大会運営費の負担が大

きいことが報告された．村上監事より，5月 29

日に監事監査が行われ，決算に間違いのなかっ

たことが報告された．質疑応答ののち，承認さ

れた． 

また，資料 5-2 にもとづき，平成 30 年度予

算案について説明があった．収入については，

著作権料がメディカルオンラインからのみに

なって激減すること，新たに Behaviormetrika

印税が発生することが報告され，支出について

は，シンポジウム・セミナー費用を昨年度実績

にもとづきゼロにすること，学会賞基金への積

立を休止することが説明された．質疑応答のの

ち，特別会計に科研費補助金の記載を追加する

ことにして，承認された．大会準備金の余剰金

は返金されることが確認された． 

村上監事より，学会運営についても監査を行

い，理事会の適切な運営を確認したことが報告

された． 

6. 名誉会員・学会賞 

岩崎学会賞選考委員長より，資料 11-1 にも

とづき，学会賞受賞者の候補が提示され，承認

された．また，資料 11-2 にもとづき，名誉会

員 2名の提案があった．名誉会員候補者は既に

退会しているため，再入会の意思を確認した上

で，理事会から総会に推薦することが決定した． 

7. 総会関係 

菊地事務局長より，資料 6にもとづき，総会

の議事次第，運営について報告があり，承認さ

れた．総会では，理事および監事が学会運営に

責任を持つ立場を明確にするために壇上に並

ぶことが確認された．功績賞受賞者には総会で

の学会賞授与の際に挨拶をお願いすること，そ

れ以外の受賞者には懇親会での挨拶をお願い
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することが確認された．総会で承認された名誉

会員は懇親会に招待することが確認された． 

8. 科研費関係 

菊地事務局長より，資料 7にもとづき，欧文

誌の Vol.1 から Vol.43 を J-STAGE から

Springerに移行する際の見積書の説明があり，

今年度の科研費（国際情報発信強化（B））か

ら移行の費用を支出することが承認された．移

行に伴う JSTとの連絡は，竹村理事が行うこと

が確認された． 

9. 各委員会報告 

・学会誌編集委員会 

岡太編集委員長より，EUで施行された GDPR

への対応が，今後，必要となるかもしれない

との報告があった． 

星野和文誌編集委員長より，資料 8にもと

づき，投稿論文の審査状況が報告された．今

後，特集の公募や展望論文の依頼を予定して

いることも報告された． 

植野欧文誌編集委員長より，資料 9にもと

づき，投稿論文の審査状況が報告された．ま

た，資料 13にもとづき，CFPを行うことが報

告された． 

・運営委員会 

鈴木運営委員長より，資料 12にもとづき，

シンポジウム「確率的グラフィカルモデルの

最近の進展」を主催することが提案され，承

認された． 

・広報委員会 

尾崎広報委員長より，資料 10にもとづき，

メールニュースの配信ルールを変更し，今後

は，学会関連の事項を優先して配信し，同日

中の複数回の配信も行うことが報告された．

また，学会公式の Twitterアカウントの開設

が提案され，承認された． 

・組織検討委員会 

繁桝組織検討委員長より，会員の種別につ

いて会則の改正を検討していくことが報告さ

れた． 

・統計関連学会連合 

菊地担当理事より，学会から推薦している

連合大会の各種委員については，最大 2名で

可能な範囲で推薦することが，改めて確認さ

れた． 

・事務局 

菊地事務局長より，回覧資料にもとづき，

入会，退会，会員種別変更の申請について報

告があり，承認された． 

10. その他 

・遠方の理事の利便性を考え，インターネットを

経由して理事会に出席可能とすることが提案

され，その方法の検討を始めることとなった． 

・次回理事会は第 46回大会会場（慶應義塾大学三

田キャンパス）にて，平成30年 9月 4日（火）

夜に開催される予定である． 

以上 

 

関連学会等カレンダー 

＜学協会大会・定例シンポジウム等＞ 
（開催日順に掲載） 

＊最新情報については各学会のホームページ等で

ご確認下さい． 
 
☆QOL/PRO研究会 第6回学術集会  
開催日：2018年12月1日（土）  
開催場所：日本橋ライフサイエンスビルディング 

2階 201大会議室  
http://qol_pro.umin.jp/syukai.html 
 
☆人文科学とコンピュータシンポジウム「じんも

んこん2018」 
開催日：2018年12月1日（土）・2日（日） 
開催場所：東京大学地震研究所（東京都文京区） 
http://jinmoncom.jp/sympo2018/ 
 
☆日本マーケティング・サイエンス学会第104回 
研究大会   
開催日：2018年12月1日（土）・2日（日）  
開催場所：株式会社電通 電通ホール  
http://www.jims.gr.jp/ 
 
☆The 11th International Conference of the 
ERCIM WG on Computational and 
Methodological Statistics (ERCIM 2018)  
開催日：2018年12月14日（金）～16（日）  
開催場所：University of Pisa, Italy.  
http://www.cmstatistics.org/CMStatistics2018/ 

http://qol_pro.umin.jp/syukai.html
http://jinmoncom.jp/sympo2018/
http://www.jims.gr.jp/
http://www.cmstatistics.org/CMStatistics2018/
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☆第29回日本疫学会学術総会 
開催日：2019年1月30日（水）～2月１日（金） 
開催場所：国立がん研究センター（1月30日） 

一橋大学 一橋講堂（1月31日・2月1日） 
http://www.jea29.jp/  
 
☆第14回日本感性工学会春季大会 
開催日：2019年3月7日（木）・8日（金） 
開催場所：信州大学 繊維学部 
https://www.jske.org/taikai/jske14s 
 
☆第67回数理社会学会大会 
開催日：2019年3月7日（木）・8日（金）  
開催場所：立命館大学 衣笠キャンパス 
http://www.jams-sociology.org/?cat=7 
 
☆第13回日本統計学会春季大会 
開催日：2019年3月10日（日）  
開催場所：日本大学経済学部 
Webサイトは準備中 
 
☆第43 回社会言語科学会研究大会  
開催日：2019 年 3 月 16 日（土）・17 日（日） 
開催場所：筑波大学筑波キャンパス 
http://www.jass.ne.jp/another/?page_id=2 
 
☆日本発達心理学会第30回大会 
開催日：2019年3月17日（日）～19日（火） 
開催場所：早稲田大学 戸山キャンパス 
http://www.jsdp.jp/jsdp2019/ 
 
☆AAPOR 74 th Annual Conference 
開催日：2019年5月16日（木）～19日（日） 
開催場所：Sheraton Centre Toronto, Ontario, 
Canada 
https://www.aapor.org/Conference-Events/Annu
al-Meeting.aspx 
 
☆DSSV 2019 (Data Science, Statistics &amp; 
Visualization) 
開催日：2019年8月13日（火）～8月15日（木） 
開催場所：同志社大学今出川キャンバス 
http://iasc-isi.org/dssv2019/ 
 

会員の著書等 

 
南風原朝和（編）『検証 迷走する英語入試―スピ

ーキング導入と民間委託』，岩波ブックレット, 
2018年6月 
 

 
 
川端一光・岩間徳兼・鈴木雅之（著）『Rによる多

変量解析入門―データ分析の実践と理論』，オーム

社，2018年7月 
 

 
 
牛澤賢二（著）『やってみようテキストマイニング

―自由回答アンケートの分析に挑戦！』，朝倉書店，

2018年8月 
 

 

http://www.jea29.jp/
https://www.jske.org/taikai/jske14s
http://www.jams-sociology.org/?cat=7
http://www.jass.ne.jp/another/?page_id=2
http://www.jsdp.jp/jsdp2019/
https://www.aapor.org/Conference-Events/Annual-Meeting.aspx
https://www.aapor.org/Conference-Events/Annual-Meeting.aspx
http://iasc-isi.org/dssv2019/
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竹村和久（編著）『選好形成と意思決定 (フロンテ

ィア実験社会科学 5)』，勁草書房，2018年8月 
 

 
 
朝野熙彦（編著）『ビジネスマンが一歩先をめざす

ベイズ統計学―ExcelからRstanへステップアッ

プ』，朝倉書店，2018年9月 
 

 
 
尾崎幸謙・川端一光・山田剛史（編著）『Rで学ぶ

マルチレベルモデル入門編―基本モデルの考え方

と分析』，朝倉書店，2018年9月 
 

 
 
 

村上隆・行廣隆次（監）伊藤大幸（編著）谷伊織・

平島太郎（著）『心理学・社会科学研究のための構

造方程式モデリング―Mplus による実践 基礎

編』，ナカニシヤ出版， 2018年9月 
 

 
 
大守隆（編著）『ソーシャル・キャピタルと経済―

効率性と「きずな」の接点を探る』，ミネルヴァ書

房，2018年10月 
 

 
 

会員からのお知らせ 

本の紹介 
猪口 孝（桜美林大学） 

 
竹内啓『歴史と統計学』, 日本経済新聞社, 2018
年 

 
著者は東京大学で統計学を長く教授された方

で，私は大学1年生の時に先生の統計学の授業を

取得した．それは 1960 年代初頭，日本の高度成

長が本格化し，所得倍増計画が喧伝された時代で

ある．統計学は日本経済の動きを的確に把握し，

近い将来を予測するために役立ちそうだという印

象を私は受けた． 
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その頃の私は将来の職業をどれにしようかと

迷っていたのだが，将来の世界では統計学と外国

語が職業選択の重要な何かになるのではないかと

うすらうすら感じていた．私は田舎出のスレスレ，

ヤットコサ入学だったので，当初から大学では沢

山のこと，色々なことを学ぼうという路線をとっ

ていた．最初の1年半の単位取得数は同級の友人

の 2 倍近くだと思う．平均点は半分ではないが，

大したことはなかった． 
その四半世紀後，私は東京大学東洋文化研究所

に配属されており，経済学部とも地理的に至近に

あり，情報科学セミナーという全学向けの連続講

義シリーズを「予測の理論と実際」というテーマ

で行うことになり，私も参加することになった．

統計学連絡委員長の斉藤乾二郎教授の編で『予

測・未来の読み方』が朝日出版社から刊行された．

目次をみよう． 
予測の理論と実際・はしがき：斉藤乾二郎 
予測の問題と方法：竹内啓  
経済の予測：国友直人 
政治の予測：猪口孝 
地震の長期予測：島崎邦彦 
気象における予測：住明正  
病気の予後予測：古川俊之 
蛋白質分子の三次元構造の予測：長野晃三 
機械の故障診断：三浦宏文 
作況の予測：佐藤勝志 
農作物害虫の発生予察：宮井俊一 

統計学はあらゆる科学に関係するために，大学

院には統計学連絡委員会があり，そこが主催であ

るため，確かに多種多様の講義が 1980 年代央に

なされたのである． 
『歴史と統計学』は多岐に別れた分野を統計学

の発展からみた面白い本である．その結論は，ウ

イリアム・ペティ『政治算術』から近代統計学が

始まったとすると，21世紀の統計学は「地球算術」

となるべきである． 
なにしろ非常に厚く，中身が多く，しかも，統

計学思想史みたいなところは式が多くて，かえっ

て速く読むことになるのだが，結論は統計学は全

ての学問の王とでもいうべきであり，常に観察分

析対象の性格をしっかりと掴むために統計学を善

用しようということだと私は解釈した． 

「地球算術」はとりわけ私の好みに突き刺さっ

た．統計学的方法を使った私の研究では，地球大

の算術を使うことが少なくないからである．1960
年代には，中国，ソ連，北朝鮮の最高指導者の間

で「同志的挨拶」を重要な記念日に交わすのを恒

としていた．これが党・政府機関紙に印刷される

限り，悉皆的に内容分析し，林知己夫教授の数量

化3類と4類を使って分析，友好度の上下運動を

数値的に明らかにした． 
1970 年代には日本とソ連のサケマス漁業交渉

を状態空間モデルと単純回帰モデルで予測し，

1976年の日本国際政治学会で予測を発表し，その

数日後に予測値は交渉妥結結果とどちらの方法で

もほぼ精確に合致していた．1970年代には，高度

成長期の日本の経済政策は「経済の波をサーフィ

ングする」ようなものであり，党派的な考慮から

する政策選択の色は弱いと回帰分析モデルで結論

した． 
1990 年代には冷戦後の世界予測シナリオをウ

ェストファリアン，フィラデルフィアン，そして

アンチ・ユートピアンとして提示し，21世紀前半

の日本シナリオと世界シナリオを提示した．2000
年には，アジアとヨーロッパの計 16 ヵ国で民主

主義とグローバリゼーションに焦点を当てた世論

調査を実施，2010年代央のグローバリゼーション

の綻びを予測した． 
2000年代には，アジア32ヵ国で，大きな規模

の対面世論調査を実施した．「生活の質」に焦点を

あてたもので，証拠を基礎にした世界でも初めて

のアジア諸国の「生活の質」の分析，「対人信頼，

制度信頼」，そして「退出・抗議・忠誠」について

のアジア諸国の特性を浮き出し，生活の質の指標

からアジア社会の類型論を各国因子で浮き出した． 
2010 年代には，戦後から 2014 年までの 120

の多国間条約をジャン・ジャック・ルソーとジョ

ン・ロックの社会契約論に啓発されて，社会契約

論の全地球的モデル化を行った． 
地球算術は難しい．「アメリカン・サイエンス

ティスト」誌（1948）でウォレン・ウィーバーは

「科学と複雑性」について執筆，ニュートン力学

や量子力学などは統計的方法があるが，生物的現

象の多くは複雑性が強すぎて一刀両断にはいかな

いと論じている． 
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「科学の複雑性」については，古典力学や量子

力学をはるかに超えて，複雑性の研究が非常に進

歩している．なかでも，ウィーバー教授がすでに

気づいていた生命科学の複雑性の研究は，研究論

文の数も多く，研究のブレークスルーもノーベル

賞が出るほどに目立つ．評者自身は，生命よりも

もっと複雑な現象は政治や文化だと思っており，

この半世紀間探求努力を重ねてきた． 
『歴史と統計学』に触発されて，半世紀以上も

前のことを思い出した．日本行動計量学会第 46
回大会で「統計学の再興」というラウンドテーブ

ルディスカッションを組織したのも（9／4開催），

本書に刺激，発奮したからである． 
 

訃報 

松田芳郎会員が，2018 年 10 月 10 日にご逝去

されました．謹んで哀悼の意を表します． 
 

学会誌論文投稿先 

 学会大会で発表された研究などをできるだけ論

文として投稿して下さい．お待ちしております． 
和文誌：「行動計量学」 

〒108-8345 東京都港区三田2-15-45 
慶應義塾大学経済学部 
星野 崇宏 和文誌編集委員長宛 
E-mail: hoshino@econ.keio.ac.jp 

 
(DOI) http://dx.doi.org/10.2333/jbhmk.XX.YY 
(JOI) DN/JST.JSTAGE/jbhmk/XX.YY 
注)XX: 論文掲載の巻No. ,YY: 論文の開始ページNo. 
 
 

欧文誌：｢Behaviormetrika｣ 
Editorial Managerからご投稿下さい． 
https://www.editorialmanager.com/bhmk/defaul
t.aspx 
植野 真臣 欧文誌編集委員長宛 

 

(DOI) http://dx.doi.org/10.2333/bhmk.XX.YY 
注)XX: 論文掲載の巻No. ,YY: 論文の開始ページNo.  
(ISSN)0385-7417（print version） 
(ISSN)1349-6964（electronic version） 
 

既刊論文の電子化に伴う著作権委譲手続きについて 

日本行動計量学会では，独立行政法人科学技術

振興機構（以下，JST）の支援を受け，本学会欧

文誌「Behaviormetrika」および和文誌「行動計

量学」に掲載された論文記事を創刊号（1974 年）

に遡って電子化し，JST で運用している電子アー

カイブサイト J-STAGEにて全文公開（無償での公

開）しております．電子アーカイブ化・公開には，

創刊号からの掲載論文の著作権行使（全文電子公

開）の同意を論文著者から得る必要があります．

1999 年の総会以降刊行された論文については，著

作権は日本行動計量学会に帰属するよう規定が明

確に定められましたが，それ以前に掲載された記

事等の著作権は，明確に定められておりませんで

した．電子化し公開するに当たっては，各論文の

著者全員に，本学会への著作権委譲についての文

面をお送りし，多くの著者のご了解をいただきま

した．現在までにお返事をいただいていない著者

の論文は，本来は著者からの権利委譲を待つべき

ですが，「行動計量学」「Behaviormetrika」それ

ぞれ全体の研究上の利便性，研究者の利用の便宜

等を考えて，すでに電子化公開しております．著

http://dx.doi.org/10.2333/jbhmk.XX.YY
http://dx.doi.org/10.2333/bhmk.XX.YY
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作権委譲についてお返事をいただいていない著者

で，電子化し公開することが不都合とお考えの方

は，和文誌，欧文誌それぞれの編集委員会までご

連絡下さるようお願いいたします．公開を中止す

るなど，学会として誠意をもって対応いたします．  
なお，著作権委譲について行いました手続き等

は会報123号（2009年）に掲載され，学会のWEB
ページの「学会誌」の「著作権規定」の欄 
http://www.bsj.gr.jp/journal/copyright.html 
に掲載されていますのでご参照下さい． 
 また，「Behaviormetrika」は，2017 年1 月発

行の Volume 44, Number 1 よりシュプリンガ

ー・ジャパン社からの出版になりました．これに

伴ってVolume 44, Number 1以降はシュプリン

ガー・ジャパン社のWeb siteにおいて公開されま

す（非会員には有償）．Volume 43, Number 2以

前に掲載された論文は，従来通り JSTで運用して

いる電子アーカイブサイト J-STAGE にて全文公

開されます． 
 

ご連絡 

日本行動計量学会会員数（2018年11月8日現在） 

正会員       ： 730名 （海外5含む） 
準会員       ： 73名  
名誉会員      ： 21名  
賛助会員      ： 21社  
シニア会員     ： 38名  
計         ： 883名  
学会誌等寄贈先 ： 5件  
 

入会手続き 

 学会では新入会員を広く募っています．詳しく

は，下記までお問い合わせ下さい． 

〒162-0801 東京都新宿区山吹町358-5  
アカデミーセンター 

日本行動計量学会 会員業務担当 担当：岸 
E-mail: bsj-post@bunken.co.jp 

Tel. 03-6824-9371 Fax. 03-5227-8631 

 
会員向けメーリングリストの登録・変更・削除 
 本会では，会員向けメーリングリストに登録さ

れたアドレスにメールニュースを配信しています．

こちらへメールアドレスを新規登録，変更，削除

（メールニュースの配信停止）される場合は，ご

自身で，「会員向けメーリングリスト：登録・サー

ビスの詳細」のページ 
http://www.bsj.gr.jp/member/ml.html 
に接続して，そこの指示にしたがって，マイペー

ジにログインして作業を行って下さい．よろしく

お願いします． 
（注意）2013年12月中旬より配信システムが変

更されています． 
 

マイページへのログイン 
 マイページへは，＜会員番号＞と＜個人用のパ

スワード＞を使用してログインします． 

 

会員専用ページへのアクセス 
 学会Webページの「会員のみなさまへ」の会報

の「最新版」，「バックナンバー」および「過去の

メーリングリストアーカイブ」（過去のメールニュ

ース）のページにアクセスする際には，以下のユ

ーザー名とパスワードの入力が必要となります． 
ユーザー名：bsj  
パスワード：1973 

 
求人情報の掲載について 

 大学及びそれに準じた組織（国立研究機関等）

の教員公募などの求人情報および賛助会員企業・

団体の求人情報は，ご依頼に応じて会報やメール

ニュースの記事としての掲載および学会ホームペ

ージからのリンクを行っています． 
 ただし，会員が所属する企業・団体であっても，

当該企業が非会員の場合，かつ大学及びそれに準

じた組織（国立研究機関等）でない場合には，求

人情報を記事として配信することはできません．

配信を希望される場合には，事前に賛助会員にな

って頂く必要があります． 
会報の広告欄への出稿（有料）については，賛

助会員であるかどうかにかかわらず，また求人広

告かどうかにかかわらず，お引き受けしています．

後述する方法でお申し込み下さい． 
 
 
 

http://www.bsj.gr.jp/journal/copyright.html
http://www.bsj.gr.jp/member/ml.html
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会報の広告欄への出稿について 
会報の広告欄へ出稿（有料）される広告は，以

下で受け付けています．ただし，広告は，学会の

目的に沿うものである必要があります． 
〒162-0801 東京都新宿区山吹町358-5 
アカデミーセンター 

日本行動計量学会 会員業務担当 担当：岸 
E-mail: bsj-post@bunken.co.jp 
Tel. 03-6824-9371 Fax. 03-5227-8631 

 
会報原稿募集 
広報委員会では，会員の方が最近発行された著

書(会報発行日に出版後2年を経過しないもの)や，

会員に関係があると思われるシンポジウム，セミ

ナー，公募情報(賛助会員企業の求人情報も含む)
などの情報を含め，会員の皆様から原稿を募集し

ております．広報依頼の受付のページ 
http://www.bsj.gr.jp/prrequest/index.html 
から情報をお寄せ下さい．なお，2011年度に，日

本行動計量学会では「杉山明子賞（出版賞）」が創

設されました．出版賞は，過去3 年程度の間に会

員によって刊行された優れた図書の著者・訳者が

対象となっています．本会報の「会員の著書等」

の紹介コーナーは，会員の方々が著書等を出版さ

れたことをアピールできる数少ない場であると思

いますので，優れた書籍の推薦や情報などをお寄

せ下さいますようお願いいたします．なお，会員

の方がご自身で出版された著書についてご連絡い

ただく際には，書誌情報とともに(出版社から入手

した)書影を後日お送りいただきますので，ご準備

下さい． 

編集の都合上，発行月（3，6，9，12）の前々

月の末日まで（次号160 号の場合には1月末日）

にお寄せいただければ，直近号に掲載することが

可能です．それ以降に届いたものにつきましては，

内容を判断した上で，次号に回させていただきま

すのでよろしくお願い申しあげます． 
不明な点などございましたら，上述の広報依頼

の受付のページよりお問い合わせ下さい． 

※記事としての求人情報の掲載および広告の掲載

は，学会の目的に沿ったものに限ります． 
 
 

前号での誤りについてお詫びと訂正 
 前号「シリーズ海外レポート」の松本渉会員の

略歴記載に誤りがありました．お詫びして訂正致

します． 
（誤） 
2012～2014 年度同広報委員会委員長・組織検討

委員・大会担当委員． 
2012～2017年度刊行物委員． 
2014年度同選挙管理委員長． 
2015～2017 年度同大会担当委員会委員長，和文

誌副編集委員長． 
2018年度～資料アーカイブス委員会委員長． 
（正） 
2012～2014 年度同広報委員会委員長・組織検討

委員・刊行物委員． 
2012年度～同大会担当委員． 
2014年度同選挙管理委員会委員長． 
2015～2017年度同大会担当委員会委員長． 
2015 年度～和文誌編集委員会副委員長・資料ア

ーカイブス委員． 
2018 年度～同大会担当委員会副委員長・資料ア

ーカイブス委員会委員長． 
 
編集後記 
今号に寄稿いただいた皆様，お忙しいところ，

どうもありがとうございました． 

本会報では，紙媒体ゆえの特徴を活かして，皆

様のお役に立てるような魅力ある会報にできれば

と考えております．今号には，猪口孝会員が比較

的長文のエッセイをお寄せ下さいました．ご意見，

ご要望などありましたら広報依頼の受付のページ 

http://www.bsj.gr.jp/prrequest/index.html 
より，ご連絡いただければ幸いです． 

(ふじた たいすけ，藤田 泰昌) 
 
題字：林知己夫 
 
広報委員会委員長：尾崎幸謙 

会報作成担当：藤田泰昌，石橋敬介，稲水伸行，岩間

徳兼，上野雄史，大﨑裕子，久保沙織，

水師裕，鈴木宏哉，登藤直弥，朴堯星，

袰岩晶，元山斉 

相談役：中山厚穂 

 

http://www.bsj.gr.jp/prrequest/index.html
http://www.bsj.gr.jp/prrequest/index.html

